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「フ ィー ル ドス タ デ ィ」 の授 業 展 開
一 「宮古島の社会と民俗文化」の試み
居 駒 永 幸
は じ め に
経営学部のカリキュラムでは,1学科から3学科制への移行に伴 って,2003年度に体験学習を重
視 した 「調査実習」を立ち上げ,2006年度よりそれにかわって 「フィール ドスタディ」を新 しく
開講 した。筆者はその実習科目を担当し,沖縄県の宮古島において体験学習を実施 してきた。以下,
4年間の授業の試み,そ の効果と留意点について報告 し,この科 目の今後の展望についていささか
記述 しておきたいと思う。
1「 調 査実 習」 か ら 「フ ィール ドスタデ ィ」へ
「調査実習」の立ち上げ
経営学部では,1999年度の教授会で経営学科1学 科制か ら経営 ・会計 ・公共経営の3学 科制へ
の移行を決定した。同時に半期(セ メスター)制 の導入も決まった。それに伴い,学科専門科目の
設置が必要 とな り,学部 カリキュラムの見直 しが求められた。それ以後,2002年度の3学 科 ・半
期制カリキュラムの立ち上げに向けて,学部全体の授業科目の再編成が検討されることになった。
「調査実習」 という科 目は,ゼ ミで課外学習やフィール ドワークを実施 している専門 ・一般教育
の教員を中心 として検討された。経営学部では国内や海外でフィール ドワークを実施するゼ ミも見
られ,実地体験による教育効果はゼ ミ活動の中で確かあられていたのである。そのような学外での
授業を科目として独立させ,事前学習とレポー ト指導を含めて単位化できないかという発想だった。
従って当初の議論では,ゼ ミ授業の分化 という方向で検討 された。ゼ ミやそれ以外の学生が課外
学習やフィール ドワークによってレポー トを提出した場合,ゼ ミとは別に単位を与えるというもの
である。 しかし,それではあまりにゼ ミ中心になり,ゼ ミ以外の学生が履修できないのではないか
という懸念があった。そこで完全たゼ ミから切 り離 し,課外学習を中心とした実習科 目とす ること
に決まった。 それが前期の 「調査実習A」,後期の 「調査実習B」 で,い ずれも半期1単 位の科 目
である。 この2科 目は2001年5月,文部科学省に提出された学科設置認可申請書に記載 され,
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2003年度か ら実習 関連科 目の一つ として設置 された。 配当年次 を2・3・4年 次 に した こ とも,教
養 と専門 を融合 した実 習科 目というね らいが あ った。
「調査実習」の目的と実施
申請書に記載された 「調査実習」の目的には,①国内,海外においてフィール ドワークを実施 し,
「人間 ・文化 ・自然」についての理解を深めること,② 「企業,行 政機関,NPO,協同組合」への
インタビューを通 して,そ の実態についての理解を深めることとある。①は主に教養教育,② は経
営あるいは公共経営の専門教育を意識 しているが,各 テーマは実習による教育という理念で統一 さ
れている。
2003年度の開講に当たって,「調査実習の手引き」ではこの科目の授業形態について 「学外やフィー
ル ドに出て主体的に調査を行う授業」 と明記 し,学生の安易な履修を厳 しく注意 している。開講さ
れたのは 「調査実習A」 「調査実習B」 とも5テーマずつであった。授業内容から見ると,「野外教
育」「健康科学」「民俗文化」「異文化」という①の教養領域が4テ ーマ,「地域企業」「マーケティ
ング」「企業内教育」rNPOＬrNGO」という②の経営学と公共経営学の基礎 ・専門領域が6テ ーマ
で,結 果的にバランスのよい配置であった。
履修者は初年度 ということで2年次のみ対象となったが,A・Bで76名に達 し,2名の教員によっ
て海外(ア メリカの企業,タ イの文化)で の実習も実施された。2年 目はAの2年 が17名,3年
が55名,Bの2年 が36名,3年が6名 で,合 計114名であった。3年目はAの2年 が38名,3年
が35名,4年が5名,Bの2年 が43名,3年が14名,4年が3名 で,合 計138名と増加 した。た
だ し,実施の条件として最小人数を定め,ま た履修者数の上限を設 けたので,少 数のため実施でき
ないケースや上限人数を越えて抽選 になるという事態 も生 じた。なお,こ の数字 には実習に不参加
の人数も含まれる。
初年度は手探 りの状態だったが,見学や体験学習を通 してまったく知 らなかった文化に触れ,各
自の積極的な聞き取 りにも予想以上の教育効果が認められた。なお,2年 目からは調査地までの距
離に応 じて最大1人3万 円の交通費補助が出るようになり,学生にとっては遠隔地の調査実習にも
参加 しやす くなった。
「フ ィール ドスタデ ィ」 への移行
この 「調査実習」は3年 間の実施を経て検討が進められ,2006年度か ら新設科目 「フィール ド
スタディA・B」に切 り替えることが委員会で決定された。授業内容の主な変更は,「人間 ・文化 ・
自然」に加えて,企 業 ・団体を対象 とする実践的授業や体験型学習という授業形態を明確にするこ
と,事前事後の学習を十分に確保すること,単位数を1単位から2単位にすることの3点 であった。
科目名称 も,調査 ・体験に基づく学習をより包括的に示す 「フィール ドスタディ」に改められた。
ただ し,半期の実習科 目という点は変わらない。
初年度の2006年度前期 「フィール ドスタディA」は6テ ーマ,後 期 「フィール ドスタデ ィB」
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は5テ ーマ開講 された。「フィール ドスタデ ィ」では企業 ・団体を実習対象 とす る専門領域の授業
が増加 し,教養領域のテーマにおいては教養 と専門を融合させる傾向が見 られた。例えば 「企業ス
ポーツ」などがそうである。 また前期において,2名の教員が学生を引率 してアメリカと中国での
企業実態を見学した。海外をフィール ドとする実習も定着 し,それがこの科目の大きな特色にもなっ
ている。履修者はAが103名,Bが67名で合計170名であった。 この数字は,Aに 夏季休業を利
用 した授業が配置 されているため,学 生は履修 しやすいということと,海外での実習が学生に人気
があることを示している。
学年別に見ると,2年次の履修がAB合 わせて48名,3年が92名,4年が30名である。2・3年
が多いという傾向は 「調査実習」の時と変わらないが,4年次の履修者が増加 していることは注 目
される。「フィール ドスタディ」の名称に変わって4年 も関心を持つようになったことが考え られ
る。全体として 「調査実習」よりも30名以上履修者が増加 したのは,授業がすべて6時 限目に設
定 され,2単位になったことで授業科目として学生に認知され,履修 しやす くなったからであろう。
この実習科 目は 「調査実習」の出発の時点か らゼ ミの授業の分化ないしは焼 き直 しと見 られがち
であったが,実地体験 ・調査の科目として授業形態を明確にし,半期2単 位 とすることで,ゼ ミと
同類 というイメージが払拭 されつつある。「フィール ドスタディ」においては,ゼ ミか ら自立 した,
新たな体験型学習の科 目として充実させていくことが必要であろう。それが 「フィール ドスタディ」
という授業の教育効果を高めることにもなるはずである。そこで,次 に具体的な授業展開について,
筆者の担当するテーマを中心に報告 してみたい。
ll「宮古島の社会 と民俗文化」の実施概要
授業目的と事前学習
筆者は2003年度か ら2005年度まで 「調査実習B」,2006年度からは 「フィール ドスタディB」
を担当し,「宮古島の社会 と民俗文化」 というテーマで,2月下旬に2泊3日 の 日程で実習を行 っ
てきた。この時期を選んだのは,キ ビ刈 りの体験学習を含むためサ トウキ ビの収穫期であること,
交通費が比較的安価であること,後期試験 ・入試 と重ならないこと,な どの理由である。
事前学習では,授業目的の 「宮古島に短期滞在 し,地域社会の民俗文化について実地体験を通 し
て学ぶ」(シラバスに記載)に ついて,宮 古島の風土,産 業か らはじまって,自 治体の振興策や観
光産業について具体的に説明する。その上で,伝統的な祭祀やこの地域独特の御嶽と森が,村落共
同体の急激な崩壊 に伴 って消えつつあるという現状,民 俗文化をいかに継承 し,新たな祭 りやイベ
ン トを創出してい くかという課題を提示する。それは宮古島の美 しい海岸の開発という環境問題 と
密接につながっていることをも考えさせ,テ ーマ設定 とそれについての討論を行う。
各自のテーマが決定 した後,テ ーマの内容と調査方法について発表 させる。その際,聞 き取 り項
目を詳細に示すように指示する。 レポー トの構成を想定 しながら何を聞くのかを深 く考えさせ,項
目を立てさせるのである。つまりレジュメのようなものである。 さらにどのような結果が予想され
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るか という問題意識を明確にさせる。このやり方は,実際に聞き取 りの場面であいまいな質問を し
ないことにつながる。 また,レ ポー トをまとめる時点で聞き漏 らしに気づ くことを防止できるとい
う点でも効果がある。
実施 スケ ジ ュール
宮古島における2泊3日 の実習 日程は,次 のようなものである。
第1日 午後A島 内見学 ①市立博物館 ②市民球場 ③狩俣集落 ④製塩工場見学 ⑤池間島
漁港 ⑥池間島の観光土産物店 ⑦砂山ビーチ ⑧人頭税石 ⑨仲宗
根豊見親の墓 聞き取 り調査
第2日 午前
午後
第3日 午前
午後
この日程には,
体験学習を行い,
土 ・歴史 ・文化と地元企業や地場産業を実際に見なが ら理解する。2日目のBで は農家の協力によ
り,サ トウキビの収穫作業を体験する。Cで はサ トウキビから黒糖になるまでの製造過程を見学 し,
商品化や消費について説明を聞 く。実際にキビ汁を煮詰めて黒糖作 りに挑戦する。 また沖縄特産の
「ゆ し豆腐」作 りも体験する。3日 目のEで は那覇 に移動 して琉球王府か ら見た宮古島の位置を理
解する。聞き取 りは見学や作業の際にそのつど行うが,Dで は各 自が事前に約束をとって聞 き取 り
に行 く。各 自のテーマに基づ く集中的な聞き取 り調査である。
このスケジュールは2泊3日 の内容としてはかな り盛 りだくさんであるが,調 査地が比較的狭 い
範囲にあることからタクシーなどを使うことで効率よくまわることができる。見学地では筆者の説
明の他に,A④ ・C①②では工場関係者に依頼 して案内と講話をしてもらう。その際,質 問も自由
にできる。また,B① のキビ刈 り作業では休憩 と終了後にサ トウキビ農家の方とジュースを飲みな
がら話 し合いを行 っているし,C③④⑤でも体験を しなが ら話ができるので,聞 き取 りの時間は十
分に確保される。
筆者は特にDの 聞き取 りを重視 している。学生が主体的に調査を行 うからである。学生は各自の
テーマにとって必要なインフォーマントに連絡をし,事前学習で用意 した項 目をもって聞き取 りを
する。この時の聞き取りがレポー トに直結するので,事前学習から具体的な計画を立て,イ ンフォー
マントを決めさせてお くことが必要である。
B体験作業 ①サ トウキビ刈り 聞き取 り調査
C見学体験 ①製糖工場見学 ②泡盛工場見学 ③宮古焼陶芸作 り ④黒糖作 り
⑤ゆし豆腐作り 聞き取 り調査
D聞き取 り調査
E那覇見学 ①首里城 ②県立博物館 ③公設市場 ④やちむんの里
Aで宮古島の風土や文化を把握した上で,BCの キビ刈り作業や黒糖作 りなどの
Eで琉球全体の中の宮古島を知るというね らいがある。初 日のAで は宮古島の風
3年間の実施状況
宮古島の調査実習に参加 した過去3年 間の学生数は,初 年度11名(2年 のみ),2年目4名(2
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年のみ),3年目4名(2年2名 ・3年2名)であった。10名前後 という条件を満た したのは初年度
だけで,履 修登録は10名前後 になって も,実際の参加者はそれを大きく下回った。学生は,春 休
み期間なので部 ・サークル活動や旅行などの予定が入 り,日程の調整がつかなかったと考え られ
る。
3年間実施する中で,ス ケジュールも改善の手が加えられている。例えばAに モズク漁 も入れて
いたが,実際に海に見に行 くことは不可能なので,聞 き取りだけになってしまうという欠点があり,
それはいま行っていない。②市民球場は後に加えたものである。プロ野球のオ リックスが春季キャ
ンプを行 っているのを見学するのだが,宮 古島のスポーツ振興策 と観光事業を知るのがね らいであ
る。これは学生 に人気がある。本土では見 られない,雪 が降ったような白砂の⑦砂山ビーチも宮古
島の観光資源として一見の価値がある。⑤と⑥は衰退 と繁栄の好対照を実感するし,その時渡 る池
間大橋ではコバル トブルーの海の美 しさをあらためて知ることになる。同時に,橋の建設で逆に人
口が減少 している池間島の皮肉な現実をも考えさせる。 これも後に加えた。
Bはこの実習のメインの一つ。サ トウキビの収穫では男子が斧をもってサ トウキビの茎を切 り,
女子は鎌でその葉をとる作業である。長さを整えて,畑 に積んでい く作業まで行 う。学生は休憩を
入れて約3時 間作業を行 うが,1本のキ ビの重さと湾曲した形にてこず って汗びっしょりになり,
この作業がいかに重労働かということを実感する。休憩 と終了後の2回,農 家の人たちと畑で車座
になって話をしたことを,学生は特に楽 しかったと感想を述べる。この時の作業と聞き取 りを レポー
トに選ぶケースも多い。
工場見学ではA④ の製塩とC① の製糖を継続 して行 っている。製造過程を見るだけでなく,工場
関係者による30分間の講話も聞 く。サ トウキ ビにはまった く捨てる部分がないという説明には全
員が驚 く。工場の仕組みや原料の調達,商 品化や消費の動向まで専門的な知識に触れることができ
る。C② ③の参加は選択制にしている。今後,よ り効率的に学生のニーズにこたえるためには,選
択制をとって見学箇所を増やしていく必要があると考えられる。
作業では黒糖作 りに人気がある。製糖工場からいただいたキ ビ汁を大鍋で煮詰めるのである。 し
か し,これは簡単な作業ではな く,2時間煮詰める間の火加減とか,途 中で石灰を入れ,か きまわ
すタイミングが難 しいことを理解する。いつも成功するとは限 らず,飴 状に固まって失敗 した年 も
ある。女子は黒糖作 りと並行 してゆし豆腐作 りをするが,ニ ガ リをまったく入れず,海 岸に海水を
汲みに行ってそれを使 う。そうするとフワフワした豆腐が出来上がる。作った豆腐は夕食の時に試
食する。
「宮古島の社会 と民俗文化」という実習は,ひ と言で言えば,宮古島という異文化を体験す るこ
とに目的がある。参加学生は実地体験によって理解を深め,地 元の人たちの生活に触れ,そ こで発
せ られる異質な言葉に敏感に反応するようになる。例えば,杯 を回す宮古島独特の習慣をオ トー リ
というが,そ の際にみんなで歌をうたう。「うやき角皿よ,ぴ ゃ一しばとうゆやなうで。それ,や っ
かやっか」という,酒を盛 った杯を誉める言葉だが,学 生たちはそれを覚えて地元の人々と交流す
る。現地での実習体験によってはじめて生活の中で機能するリアルな言葉を知 り,文化が理解でき
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る。 そこにこそ,こ の実 習科 目の教育効 果の一つがあ ると筆者 は考 えてい る。
皿 聞 き取 り調査 とレポー ト作成
過去のタイ トルの例
次に過去3年 間,参加学生はどのようなテーマで聞き取 りを行い,ど のようにレポー トを作成 し
たかという点に触れておきたい。それを11名の参加があった2003年度を中心に見ていこう。 レポー
トのタイ トルをすべて掲出する。
1.宮古島の食について
2.宮古島の食
3.宮古島の食文化
4.宮古島の塩
5.宮古島の農業
6.宮古島の農業と観光産業
7.漁業と自然
8.宮古島の観光産業
9.宮古島の娯楽
10.宮古島の信仰と文化
11.第二次世界大戦と沖縄(宮 古島)
1～3が食文化で,市 場や料理店,家 庭の主婦に聞き取 りをしている。4は雪塩製塩工場で聞き取
りをして書いたものだが,こ の塩を使った豆腐作 りにも触れているので,食 文化にも関わるテーマ
である。5はサ トウキビ農家,6はユー トピアファームという熱帯植物の栽培農家に聞き取 りを し
ている。7はモズク漁業,8と9は ドイツ村やタクシーの事業者に聞き取 りを行っている。タクシー
がどこのレジャー施設 にお客さんを運んだか,運 転手さんはそれをどう見ているかという視点で書
いているところがおもしろい着眼である。
10は御嶽信仰を扱 ったものである。それは宮古島の宗教文化として重要なテーマであるが,宮
古島独特の神観念を理解することはかな り難 しい。このテーマに取 り組むためには事前学習の段階
か ら御嶽 と神の関係を調べてお く必要がある。この レポー トではそれが準備不足のため,マ ウ神 ・
ウカマ神 ・火の神などの個人や家の神の説明に終わっている。12は第二次世界大戦の時の宮古島
の状況を,28歳で戦争を経験 した上野村に住む87歳の女性 と23歳で経験 した82歳の男性に丹念
に聞き取 りをして書いている。それは2人 のインフォーマ ントのライフヒス トリーに基づ く戦争の
記述 というレポー トになっている。宮古島で生活 している人の証言 として価値がある。
テーマの傾向と実習レポー トの効果
2004年度の テーマは芸能 と御嶽信仰 と食文化2名,
56
2005年度 は観光農業 と三線 と食文化2名 で
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あった。やはり,食文化をテーマに選ぶ学生が多い。沖縄料理は本土ではなかなか食べられないし,
食べた経験のある学生はそれがおいしかったからという理由である。沖縄特産のソーキそばはラー
メンとも違 うし,うどんでもない,そ こに興味があると答えた学生 もいる。
芸能をテーマに選んだのが1名 だけというのは,宮古島が芸能の盛んな沖縄文化圏にあることを
考えると意外な結果である。この1名 の学生はエイサーという太鼓を打ちながら踊る沖縄芸能を実
際に習っており,公演活動 も行なっている。 このような特別の理由で芸能を選んでいるので,や は
り特殊なケースと言える。筆者は実習のテーマに 「民俗文化」を掲げ,事前学習では宮古島の民俗
芸能や民間信仰について も説明 しているのだが,こ の分野に対する履修者の関心はそれほど高 くな
いことがわかった。
全体として積極的に聞き取りに行 く学生の姿勢が印象に残 った。まだ初歩の段階ではあるが,テー
マが明確な学生 は聞き取 りも深 く的確で,そ れが当然レポー トに反映される。 レポー トを読んでみ
ると,参加 した学生の間に体験による深い理解 と実感に触発される思考が見 られたのは,現場で学
習する実習授業の効果と言ってよかろう。
IV「 フ ィール ドスタデ ィ」 の課題 と展望
事前学習での発表と討論
前述 した ように,従 来 の 「調査 実習」 は2006年度 か ら 「フィール ドス タデ ィ」 に移 行 した。正
確 に言えば,「フ ィール ドスタデ ィ」 は実 習科 目に新設 され たのである。 「フィール ドスタデ ィ」 で
は,2単 位 科 目へ の移行 に伴 う事前 ・事 後学習 の厳密化 と資料収集 ・グループデ ィスカ ッションな
ど授業形態 の工 夫,実 習 にお けるフ ィール ド体験型調査 の明確化な どが求 あ られることにな った。
筆 者の場合,テ ーマ と実習内容 につ いて大 きな変更 はなか ったが,事 前学習 と して シラバ スに次 の
よ うに明記 した。
1.調査対象 やテーマについて討論
2.設定 したテーマによる調査計画 の立案
3.調査計画 と実施上 の問題 点について討論
4.現地での フィール ドスタデ ィの実施
5.フ ィール ドスタデ ィ実施 後の理解 と反 省につ いて討論
6.レ ポー トの作成,提 出
1～3が事前学習,5が 事後学習 に当た る。事前学 習 には6～7コ マの授 業を確保 し,全 員 に各 自
のテーマを説 明 させ,聞 き取 りの計画を発表 させ た。発表 と討論 に よって,履 修学生の間 に理解 の
深 ま りや情報 の共有 が見 られ,テ ーマが近 い場合 は互 いに刺激 にな るとい う効果が確か め られ た。
「フ ィール ドスタデ ィ」 には事 前学習の工夫 が以前 に増 して強 く求 め られ る。 詳細 な聞 き取 り項 目
の作成 も全員 に課 した。 それは実習での学生個 々の調査 の質 を向上 させ ることに直接つ なが るか ら
であ る。
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2006年度の筆者のテーマは,「調査実習」の時と同じく 「宮古島の社会 と民俗文化」とした。履
修登録 した学生は2年12名,3年4名,4年6名 の22名である。履修者数を制限すると,結 果的
にさらに減少する事態が続いていたので,全 員に履修許可を与えた。ところが,従来 と違 ってまっ
た く減少することなく,22名が参加 した。そのテーマを示すと次のようになる。
2年(12名)
「食文化」4名,「伝統芸能 ・祭 りの保存」,「公共事業」,「三線と三味線」,「サ トウキビ農業」,
「門中墓」,「観光産業」,「宮古島の泡盛」,「長寿」
3年(4名)
「村落の祭祀組織」,「御嶽の森 と神」,「社会資本の整備」,「観光農業」
4年(6名)
「宮古上布」2名,「宮古島と国際交流」,「宮古の織物伝承」,「三線の楽器作 り」,「カンカカ
リァの実態」
ここには従来なかったテーマが多 く見 られる。芸能 ・祭祀 ・信仰 といった民俗関係だけでなく,
公共事業や国際交流という現代社会,宮 古上布 という宮古島の伝統的な織物への関心も新 しい問題
意識である。門中墓は沖縄独特の墓制であるし,カンカカ リャは宮古特有の民間巫者のことである。
これらを見ると,「フィール ドスタディ」への移行によって明 らかに履修者の問題意識が深 くなっ
ている。 これは 「調査実習」の蓄積が学生の情報に反映されたこと,事前学習の時間を十分確保す
ることによって資料の収集が進み,知 識の量 も格段に増えたことを示す。 しかもテーマが多様化 し
ていることも注目される。
課題と展望
宮古島に対する学生の関心は,圧倒的に食文化が多い。年度 によって異なるが,次 に観光産業と
農業という順である。筆者の専門分野の一つが日本民俗学で,宮古島をフィール ドとして神歌を調
査 してきたことか ら,テーマに 「民俗文化」を掲げてきたが,そ こに重点を置きすぎたという反省
がある。む しろテーマは広い方が学生のニーズに対応 しやすい し,そこに多様な変化や柔軟性 も生
まれて くる。次年度か らのテーマでは 「民俗」を削除 し,「宮古島の社会 と文化」にしたいと思 う。
このような一地域を選んだ体験学習は,地元の協力がないと実施できない。工場見学の受け入れ
ばもちろんであるが,サ トウキビ刈 りの作業でも地元農家の協力な しには実現できない。黒糖作 り
にしても地元の人の指導がなければ不可能である。宮古島でのフィール ドスタディを充実 させてい
くためには,さ らに地元の協力態勢作 りを進めていくことが課題となる。今後,参 加学性 と地元の
人々との話 し合いや交流の場が実現すれば,「フィール ドスタディ」の教育効果はよ り高められる
であろう。
「フィール ドスタディ」全体の課題 としては,ゼ ミの授業内容 との関係がある。 この科 目は 「調
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査実習」の出発の時点からゼ ミと相互乗 り入れのようなところがあり,前に 「ゼ ミから自立 した,
新たな体験型学習の科目」にしていくことの必要性について言及 した。事実,筆 者の授業でも筆者
のゼ ミ学生の占める割合が,2003年度が81%,2004年度と2005年度が50%,「フィール ドスタディ」
の2006年度が45%である。それだけゼ ミ学生の関心が高いとも言えるが,も っとゼ ミ以外の学生
の広い参加が望まれる。そのためには 「フィール ドスタディ」の現場主義をさらに明確にしていく
必要があるだろう。地域における体験学習 ・実地調査の内容を充実させ,学 生に刺激を与える,魅
力ある授業にしていかなければならない。
最後に,事前学習のあ り方も課題の一つである。事前学習ではテーマをいかに明確に具体化する
かという点に尽きるが,そ のためには学生が調査対象に興味をもち,お もしろさを感 じるものでな
ければならない。そこで次章ではテーマとして考えられる項 目を取 り上げてみたい。
V事 前学習のための宮古学(テ ーマ集)
ここでは2007年度 「宮古島の社会と文化」の事前学習で取 り上 げる内容を4項 目にまとめて掲
げてみる。それらの項 目には履修者の関心を喚起するとともに,宮古島の諸問題を考えさせるきっ
かけにしたいというね らいがある。同時に,履修者がテーマを選ぶ時の指針になることも想定 して
いる。言わば,テ ーマ集 という内容である。
1.島お こし 「トライアス ロン宮古島大会」
この大会 は,観 光産業活性化 のための付加価値 を もね らった プロジェク トと して構想 された もの
で,1985年4月に第1回 が開催 され た。毎年1500名のアス リー トが参加 し,そ の運営はボ ランテ ィ
アの力 による ところが大 きい。 大会開催以前 の宮古 島の観光客数 は,年 間約10万 人 であ ったが,
平成15年 現在 で35万 人 とな ってい る。 因みに八重 山は70万人,沖 縄 は483万人,奄 美 は25万 人。
この大会 が観光産 業に与えた効果 はきわめて大 きい。 これを さらに伸ば して い くにはどうすれ ばよ
いか,こ のあた りに宮古 島の地 域振興の課題が あ りそ うである。
(参考文献)『 トライアスロン宮古島大会 ・20年の軌跡』(2005年,宮古 トライアスロン実行委員会編集 ・発行)
2.キビタオシと黒糖作り
キビタオシとはサ トウキビの収穫作業のことで,キ ビ刈 りともいう。現在,宮 古島には大規模な
製糖工場が2箇 所あり,島内のサ トウキビは大型 トラックでそこに集められるようになった。実習
では,1日の生産能力1500トンの宮古製糖工場(昭 和34年創立)を 見学する。運ばれてきたサ ト
ウキビの洗浄から砂糖になるまでの工程はすべて機械化 されており,そのシステムには驚かされる。
しかし,つい最近までは農家のシー トーヤー(砂糖小屋)で 黒糖作 りが行われていた。収穫 した
サ トウキビを鉄車に入れ,牛馬で回して圧搾する。搾 ったキビ汁を1番鍋か ら4番鍋へと移 していっ
て煮詰め,黒糖を作るのである。たいへんな重労働であった。実習ではそのキビタオ シと黒糖作 り
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を体験 す る。
(参考文献)『 平良市史』第7巻(1987年,平良市史編纂委員会)
3.宮古上布の今昔
苧麻糸で織 られた良質の布で,古 くか ら琉球王府に献納されてきた。その過酷な人頭税は平良港
を臨む海岸に立つ人頭税石にうかが うことができる。宮古島では暖かい気候 によって原料の苧麻が
1年に何度 も収穫できることから宮古上布が有名になった。その独特の模様は精緻で独創的である。
古 くか らの伝統によって,こ のような洗練 された上布が生まれたのである。琉球が幕藩体制に組み
込まれてか らは,献納品として琉球から薩摩藩を経由し,薩摩上布 と名を変えて江戸 ・上方に送 ら
れた。納税の品だったのである。その悪名高き人頭税は明治35年にようや く廃止 されるという悲
しい歴史がある。
宮古上布の始祖は宮古の稲石 という女性と伝えられ,そ れを称える稲石祭が行われている。また,
「稲石が宮古上布を創製 したときのアヤゴ」 という歌や稲石を顕彰 した真屋御嶽の石碑もある。
宮古上布の高い織物技術 とともに,その過酷な税の対象となった歴史にも目を向けたい。宮古上
布の歌や伝承 も宮古島の歴史と文化を知る手がかりになる。
(参考文献)柳 田国男 『木綿以前の事』(1979年,岩波文庫)
永原慶二 『苧麻・絹・木綿の社会史』(2004年,吉川弘文館)
4.村落祭祀 と御嶽(狩 俣集落 を例 として)
宮 古島の北端,約270戸 の狩俣集落 では,古 くか ら祖先祭 が行 われてきた。集落 を創始 した村 立
ての神をは じめ,祖 先神を祀 って いるのが御嶽(ウ タキ)で,そ こには拝所 が建 て られて いる。 村
の中心拝所 は大城元(ウ プグ フム トゥ),そ の周 りに仲間元,志 立元,仲 嶺 元があ る。 そ して背 後
には うっそ うと した亜熱帯の森が広が る。一 回 も斧 を入れ た ことのない神聖 な神 の森で ある。
ここでは アブ ンマ とい う最 高神 女の もとで,5回 の冬祭 りが行 われ,そ のつど神女 た ちは山 ごも
りを し,拝 所 の前 で長 い神歌 を うた って きた。夏の豊年 祭 に も厳 粛 な祭祀 行事 が あ ったのだ が,
1998年か ら神女の後継者 が不在 のた め中断 して いる。 この ような村 落祭祀 に見 られ る共 同体 の崩
壊を どの ように解決 して い くかとい う点 は,宮 古島にと って大 きな課 題 にな ってい る。
(参考文献)比 嘉康雄 『神々の古暦3・遊行する祖霊神ウヤガン 〔宮古島〕』(1991年,ニライ社)
居駒永幸 「神話の生成 神話の森一 宮古島 ・狩俣の祭祀か ら一 」『神話と現代』(1997年,
明治大学人文科学研究所)
『平良市史』第9巻(1994年,平良市史編纂委員会)
結 び
現在,大学の授業はもはやパソコンなしでは成り立たないであろう。受講する学生はインターネッ
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トで簡単に情報や知識を入手 し,授業の理解に役立てる。課題や レポー トもパソコンで検索 した資
料でたちどころに仕立て上げる。それはそれで有効な学習の方法である。
しかしその一方で,自分の足で訪ね歩いて聞き取 りをし,作業や体験を してはじめて理解すると
いう学習の仕方 もある。つまりそれは実感を伴 う学習である。その学習は歩いて聞き取 りをするし
か方法がない。 自分で体験 してみるしかないのである。情報化時代だからこそ,こ のような体験型
の授業があってもよいのではないかという観点か ら 「宮古島の社会 と民俗文化」 というテーマの授
業を試みてきた。小論はその実践報告に基づ く授業展開の考察であるが,今 後は体験学習の教育効
果をさらに向上させるための実習内容を構築 していきたいと思う。
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